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計画して実行する力をつけさせたいと考えています。

読書ビンゴの説明

各学校の司書のおすすめ本

取り組み（左）と表彰式（右）の様子

城北小学校では９月２日～９月27日を読書月間と
して定め、おすすめの本紹介、読書ビンゴ、読書郵
便など様々な取組をしています。

終戦の２年後の１９４７（昭和２２）年、まだ戦
争の傷あとが日本中のあちこちに残っているとき、
「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と、
出版社・取次会社・書店と図書館が力をあわせ、そ
して新聞や放送のマスコミも一緒になり、第１回
「読書週間」が開かれたそうです。また、読書週間
が、現在の10月27日から11月９日（文化の日をはさ
んで２週間）となったのは、第２回からだそうです。
本校では、行事の日程や読書感想文、感想画等の

取組と関連を図るなどの理由から９月の１ヶ月間を
読書月間として取り組んでいます。
読書の力で城北っ子の豊かな心を育んでいきたい

と思います。

＜おすすめの本紹介＞
図書委員がお勧めする本

首里地区の６つの小学校の
図書館司書がおすすめする
本を紹介する掲示がありま
す。地域みんなで読書好き
な児童を育成しようという
取組です。

＜読書ビンゴ＞
推薦図書（国語の教科書

にのっている本）を借りて
スタンプをもらい、ビンゴ
完成を目指します。

＜読書郵便＞
専用のはがきにおすすめ

したい本のことを書いて、
校内にいる人にあてて出し、
読書の輪を広げようという
取組です。

読書郵便の説明とポスト

＜朝のラジオ体操＞早起きしてラジオ体操に取り組んでいる姿が
見られました。写真は左から、城北小運動場、久場川自治会広場、久場
川市営団地広場の様子です。城北小運動場では、「城北小おはよう会」
の皆さんと一緒になって体を動かしていました。どの会場でも高学年が
スタンプ押しをするなどリーダーとして活躍していました。

＜ちびっこ相撲大会＞７月20日(土)
には首里振興会主催の『第29回ちびっ
こ相撲大会』が開催され、本校から４
年生、６年生が参加し、それぞれの部
門で第３位となり、表彰されました。

今年度は５月頃の水不足や６月の音楽発表会の実施など
の諸事情を踏まえ、プールでの学習を夏休み明けからス
タートしました。まだまだ暑い中で、元気いっぱいにプー
ルでの学習に取り組んでいる様子が見られます。各学年で、
保護者の見守りにも協力いただき大変感謝しております。

低学年は小プールでの学習

高学年は大プールでの学習

9月2日に童話お話大会の校内審査が行われました。
75年間の歴史がある沖縄県の童話お話大会も今年度を
最後に県PTA連合会並びに那覇市PTA連合会の事業とし
ては終了します。戦後の沖縄の子ども達に、語彙力、
発表の力をつけ、表現力 を高めること等をねらいとし
てスタートし、継続してきました。今後は、どのよう
な取組ができるか検討していくようです。

図書委員のおすすめ本


